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　2003年度は、今回の個人研究プロジェクトの初年度にあたるため、主として資料の収集など
基礎的な作業に携わった。今回の研究では、企業の報告利益管理について実証的会計理論に依
拠しつつ、日米企業の財務比較を行うことを目標としている。すでにその前の2002年度には、
明治大学短期在外研究員として米国のUniversity　of　Northem　Iowa，　College　of　Business
Administrationの客員教授、　University　of工owa，　Center｛for　Asian　and　Pacific　Studiesの客員研究員
を6ヶ月間務めることが出来た。今回の研究テーマは米国で新たに取り組み始めたテーマを継
続し、具体化するものである。これを受けて2003年度には、本個人研究の研究費でもう一度
両大学を訪問し、米国の研究者と情報交換するとともに、現地で財務データベースへのアクセ
ス、資料の収集などを行った。
　国内では、従来のCD－ROMから新たにインターネット化されたMergent財務データベ・一…ス
を活用してデータの収集を行うとともに、他のデータベースとしてLexisの使用も開始した。
今後、これらのデータをコンピュー一タで統計解析する作業へと進めていきたい。また理論的に
は、／ourna／oMOOO〃η枷8∂nd　Econon7icsの掲載論文を中心に文献サーベイに携わった。その結
果、資本市場の効率性と利益平準化仮説は、整合的に両立するのではないかと考えている。こ
れが今後の実証命題である。
　2004年度は、University　of　Iowa，　Henry　Tippie　B．　Tippie　School　of　ManagementのPeter　Riesz教
授を明治大学国際交流基金事業外国人識者短期招請として商学部に招き共同研究を行うことに
なっている。そこでも、本研究をさらに推進したいと考えている。
　なお、今回の研究成果を発表する意味で2004年4月より『経済セミナー』に「会計制度の
経済学」という12回連載をスタートさせた。また2003年度中には、本研究の中間試論となる
論文を「情報理論に基づく会計測定の実証研究一会計情報によるポートフォリオ選択のモデル
試論一」というタイトルで『明大商学論叢』第86巻第2号に発表するとともに、青山学院大
学大学院国際マネジメント研究科で特別講義を行った。
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